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の
業
績
を
検
討
、
評
価
せ
ん
と
す
る
所
以
は
、
本
書
が
、
一
九
五
一
年
以
降
の
党
内
の
論
争
を
背
兼
に
も
っ
て
い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
年
は
、
政
治
的
に
は
、
再
軍
備
と
こ
れ
に
伴
う
社
会
保
障
費
削
減
に
よ
る
労
働
党
の
内
部
分
裂
が
、
経
済
的
に
は
食
糧
及
び
燃
料
の
不
足
、
綿
業
の
不
況
、
榜
価
値
下
落
、
物
価
騰
貴
、
対
外
収
支
の
悪
化
そ
し
て
金
ド
ル
準
備
激
減
が
、
労
働
党
政
府
の
崩
壊
と
社
会
主
義
政
党
と
し
て
の
方
向
の
忘
失
に
み
ち
び
い
た
ま
さ
に
労
働
党
に
と
っ
て
は
最
悪
の
年
で
あ
っ
た
。
保
守
党
は
こ
の
危
機
の
原
因
を
労
働
党
積
年
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
本
書
に
お
い
て
今
日
殊
更
著
者
が
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
政
府
の
戦
後
六
年
資
料
紹
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A
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
—
ー
一
九
五
一
年
」
． 
、
、
、
、
、
的
国
家
統
制
に
求
め
た
が
、
こ
れ
に
相
並
ん
で
労
働
党
右
派
は
統
制
過
剰
、Jー
論
を
と
な
え
、
社
会
主
義
経
済
は
「
混
合
経
済
」
で
あ
り
、
必
ず
し
も
国
有
化
を
要
し
な
い
と
後
退
し
、
こ
れ
に
代
る
に
、
民
主
主
義
社
会
で
は
租
税
と
統
制
に
よ
り
生
産
手
段
の
所
有
者
の
報
酬
を
思
う
ま
A
に
制
限
で
き
、
現
実
の
産
業
が
所
有
者
で
な
く
「
経
営
者
」
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
経
営
者
た
ち
に
社
会
主
義
の
目
的
と
両
立
で
き
る
経
営
を
な
さ
し
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
社
会
主
義
へ
の
移
行
ほ
か
れ
ら
の
協
力
の
下
に
平
和
的
に
遂
行
さ
れ
る
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
右
派
的
見
解
は
「
福
祉
国
家
」
の
成
果
を
極
め
て
非
現
実
的
に
評
価
す
る
に
至
寺
尾
晃
八
八
洋
-40 I 
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
見
解
は
、
最
近
で
は
社
会
主
義
者
同
盟
「
二
十
批
、、
紀
の
社
会
主
義
」
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
え
よ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
同
左
派
は
、
朝
鮮
動
乱
に
つ
ゞ
く
再
軍
備
が
輸
入
増
加
そ
し
て
国
際
収
支
の
赤
字
化
を
誘
引
し
た
と
論
じ
、
動
揺
し
た
社
会
主
義
的
諸
政
策
、
と
く
に
国
有
化
の
拡
大
を
主
張
し
て
い
る
。
本
書
の
課
題
は
こ
の
間
の
解
明
に
あ
る
。
本
書
は
か
か
る
論
争
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
問
題
を
抽
象
的
に
で
は
な
く
、
極
あ
て
具
体
的
に
、
で
き
う
る
か
ぎ
り
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
左
右
両
派
と
い
わ
ず
、
社
会
民
主
主
義
の
理
論
構
造
と
そ
の
政
府
に
よ
る
貴
重
な
具
体
的
経
験
を
、
か
な
り
正
確
に
つ
か
む
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
本
書
ほ
、
す
べ
て
の
社
会
主
義
者
た
ち
に
夫
々
の
視
角
か
ら
興
味
あ
る
問
題
を
数
多
く
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
か
ら
ス
ト
レ
ィ
チ
ー
が
序
文
で
え
た
よ
う
な
実
際
的
な
政
策
上
の
教
訓
を
う
る
こ
と
も
勿
論
可
能
と
は
い
え
、
著
者
が
こ
こ
で
果
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
「
民
主
的
手
段
に
よ
る
社
会
的
移
行
」
と
い
う
社
会
民
主
主
義
の
基
本
命
題
に
関
し
て
ゞ
あ
る
と
い
う
認
識
の
上
に
た
っ
て
、
小
稲
も
こ
の
点
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
内
容
的
に
紹
介
し
た
い
。
山
著
者
に
よ
る
と
「
混
合
経
済
」
と
は
、
第
一
に
、
公
企
業
と
私
企
業
が
あ
り
1
し
か
し
こ
の
場
合
、
国
有
化
は
基
本
的
公
益
企
業
、
お
よ
び
経
済
に
お
い
て
重
要
且
つ
有
力
な
地
位
を
占
め
る
諸
産
業
に
A
.
A
•
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
第
五
章
（
寺
尾
）
産
業
と
労
働
八
九
第
四
章
限
定
さ
れ
て
い
る
が
ー
、
第
二
に
、
私
的
産
業
部
門
の
国
家
統
制
ー
と
く
に
、
投
資
・
価
格
●
輸
出
入
お
よ
び
他
の
需
給
要
因
に
関
係
し
て
い
る
が
ー
~
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
経
済
で
あ
る
。
そ
し
て
、
雇
傭
・
社
会
サ
ー
ビ
ス
・
平
等
主
義
的
所
得
配
分
に
た
い
し
国
家
が
責
任
を
も
っ
た
「
混
合
経
済
」
の
こ
と
を
「
福
祉
国
家
」
と
よ
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
で
「
社
会
主
義
」
と
は
、
著
者
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
全
生
産
手
段
の
公
的
所
有
や
所
得
の
絶
体
的
乎
等
を
意
味
せ
ず
、
G
•
D
.
H
•
コ
ー
ル
の
「
社
会
主
義
経
済
学
」
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
き
、
「
残
余
の
調
子
を
き
め
る
に
足
る
ほ
ど
の
大
き
さ
を
も
っ
た
公
的
産
業
分
野
が
存
在
し
、
底
的
産
業
は
公
企
業
の
枠
内
で
機
能
す
る
」
ご
と
き
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
社
会
主
義
は
私
的
資
本
の
大
な
る
集
中
と
不
労
特
権
・
相
続
特
権
の
廃
止
・
決
定
機
能
へ
の
消
費
者
お
よ
び
労
働
者
の
参
加
．
「
能
力
に
応
じ
て
働
き
、
必
要
に
応
じ
て
と
る
」
と
い
う
新
し
い
社
会
倫
理
の
発
生
を
ふ
く
ん
で
い
る
と
。
(pp.10-11)
J
・
ス
ト
レ
ィ
チ
ー
の
序
文
第
三
章
産
業
の
統
制
私
的
産
業
の
組
織
第
二
章
労
働
党
政
府
の
下
に
お
け
る
計
画
化
第
一
章
序
説
著
者
序
文 本
書
の
構
成
本
書
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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邪
悪
と
不
正
は
大
部
分
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。
今
日
で
は
混
合
経
済
自
体
で
は
な
い
。
う
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ん
と
な
ら
ば
福
祉
国
家
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
た
。
も
っ
と
も
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
順
序
が
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
本
主
義
の
邪
悪
と
不
正
に
た
い
し
て
戦
陣
を
し
く
こ
と
に
よ
っ
て
勝
利
を
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
も
っ
て
前
記
課
題
解
明
の
鍵
と
考
え
た
の
で
あ
っ
し
て
い
る
の
か
。
け
だ
し
著
者
は
、
「
労
働
党
は
も
は
や
自
由
放
任
の
衰
B
 
内
容
を
示
め
そ
う
と
し
て
い
る
。
討
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
第
九
章
は
樅
力
の
問
題
を
論
じ
全
体
の
結
論
的
つ
い
で
本
格
的
叙
述
に
入
る
に
先
だ
点
を
提
議
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
目
的
を
果
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
而
を
姐
上
に
の
せ
、
そ
こ
に
対
象
を
限
定
し
て
、
次
の
ご
と
き
一
連
の
論
第
九
章
第
八
章
第
七
章
第
六
章
が
出
発
点
な
の
で
あ
る
。
」
(
p
.
1
8
7
)
と
の
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
示
さ
れ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
て
い
る
よ
う
に
、
出
発
点
た
る
べ
き
戦
後
の
労
鋤
党
政
府
の
手
に
な
る
所
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
謂
福
祉
国
家
の
性
格
解
明
に
、
著
者
は
本
書
の
全
努
力
を
か
た
む
け
て
い
、
、
、
、
、
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
労
鋤
党
政
府
が
イ
ギ
リ
ス
産
業
と
接
触
す
る
諸
側
A
.
A
•
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
産
業
と
租
税
政
府
と
民
間
企
業
と
の
P
.
R
国
有
化
に
つ
い
て
の
衝
突
行
詰
り
状
態
の
政
治
こ
の
う
ち
第
一
章
は
序
説
と
し
て
本
害
の
中
心
的
な
論
点
を
あ
げ
、
分
析
対
象
と
し
て
の
第
二
章
以
下
第
八
章
に
い
た
る
諸
政
策
の
出
発
点
た
る
労
鋤
党
網
領
の
発
展
を
解
説
し
、
ち
、
労
働
党
政
府
六
年
の
成
果
に
た
い
す
る
著
者
の
評
価
乃
至
立
場
を
ま
ず
の
べ
て
い
る
。
第
二
章
か
ら
第
八
章
に
お
い
て
は
、
序
説
で
の
べ
ら
れ
た
論
点
を
背
後
に
お
い
て
、
労
働
党
政
府
の
諸
経
済
政
策
が
実
証
的
に
検
本
書
の
論
点
先
に
著
者
の
素
意
が
、
社
会
民
主
々
義
の
基
本
命
題
を
あ
き
ら
か
に
す
る
に
あ
る
と
の
べ
た
が
、
か
か
る
意
隈
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
彼
は
果
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
山
一
九
四
五
ー
五
一
年
の
革
命
は
真
の
革
命
か
。
す
な
わ
ち
中
間
階
級
か
ら
労
働
階
級
へ
の
権
力
の
実
質
的
移
転
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
？
②
退
陣
し
た
グ
ル
ー
プ
、
主
と
し
て
民
間
企
業
あ
る
い
は
企
業
に
関
係
あ
る
グ
ル
ー
。
フ
が
ど
の
程
度
、
ま
た
ど
う
い
っ
た
条
件
で
労
働
党
政
府
と
協
力
し
た
か
？
③
政
府
と
産
業
と
の
間
に
御
突
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
民
間
企
業
は
一
般
的
に
あ
る
い
は
特
殊
的
に
反
対
を
ど
の
よ
う
に
表
明
し
て
き
た
か
？
④
労
働
党
政
府
ほ
ど
の
程
度
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
構
造
・
心
理
・
目
標
に
影
響
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
？
」
（
p
p
.
1
ー
2
)
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
つ
ま
り
、
伺
こ
の
福
祉
国
家
に
お
け
る
権
力
の
所
在
、
⑮
社
会
的
移
行
に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
お
け
る
支
配
階
級
の
態
度
、
＠
社
会
主
義
的
諸
政
策
の
政
策
効
果
、
を
あ
（
寺
尾
）
九
〇
403 
を
ふ
く
ん
で
い
る
、
と
著
者
は
云
う
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
し
か
し
、
決
定
的
な
理
由
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
労
働
党
自
体
の
意
欲
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
欠
除
の
問
題
で
あ
る
と
(
p
.
2
4
)
。
な
ん
と
な
ら
ば
、
内
閣
の
下
に
あ
る
主
（
寺
尾
）
九
機
の
一
要
因
を
な
し
た
点
を
指
摘
し
、
計
画
化
と
金
融
森
本
の
矛
盾
に
著
は
反
対
に
非
優
先
産
業
に
最
大
の
抒
付
を
行
っ
て
、
五
一
年
国
際
収
支
危
も
ち
、
重
点
投
衰
を
行
っ
て
き
た
に
拘
ら
ず
、
銀
行
が
こ
の
政
策
方
向
と
の
経
済
計
画
の
民
主
的
性
格
に
よ
っ
て
計
画
化
を
強
制
し
な
か
っ
た
と
い
、
、
、
、
、
、
第
二
章
は
、
第
一
＿
一
章
と
と
も
に
労
働
党
政
府
の
計
画
化
の
検
討
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
著
者
は
計
画
化
が
強
力
に
推
進
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
現
実
認
識
の
上
に
た
っ
て
、
そ
の
理
由
を
問
う
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
の
計
両
化
は
戦
時
計
画
の
後
を
う
け
て
、
あ
る
意
味
で
は
実
施
し
や
す
い
条
件
を
も
っ
て
い
た
が
、
尚
且
つ
所
期
の
効
果
を
も
た
な
か
っ
た
の
は
、
戦
後
処
理
の
問
題
や
輸
出
増
強
の
問
題
、
ま
た
一
九
四
五
年
の
武
器
貸
与
法
の
急
激
な
停
止
に
も
と
ず
く
食
糧
原
料
の
輔
入
金
融
難
及
び
四
六
・
七
年
の
冷
害
に
よ
る
経
済
困
難
、
貿
易
赤
字
の
連
続
、
朝
鮮
っ
た
一
連
の
政
治
・
経
済
的
諸
条
件
、
イ
ギ
リ
ス
の
特
殊
な
経
済
的
条
件
、
ま
た
計
画
機
構
の
不
整
備
の
よ
う
な
阻
害
的
諸
要
因
を
背
兼
と
し
て
計
画
化
が
行
わ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
と
も
云
え
る
。
ま
た
労
働
党
政
府
う
こ
と
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
か
た
づ
か
な
い
問
題
A
.
A
・
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
動
乱
に
よ
る
再
軍
備
負
担
、
対
外
勘
定
の
危
大
な
赤
字
、
物
価
騰
貴
と
い
a 
C
本
論
の
内
容
要
計
画
機
関
の
一
っ
―
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
ス
タ
テ
イ
ス
テ
イ
カ
ル
・
統
計
局
」
は
洋
に
報
告
書
作
成
・
予
測
・
観
測
及
び
統
計
を
行
う
の
み
で
あ
り
、
各
省
連
絡
委
員
会
は
単
な
る
割
当
機
関
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
セ
ン
ト
ラ
ル
・
エ
n
ノ
ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
ソ
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ッ
フ
「
経
済
計
画
本
部
」
は
計
画
化
の
参
謀
本
部
た
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
(
p
p
.
1
8ー
9
)
、
労
懺
党
政
府
の
計
両
化
が
、
は
じ
め
か
ら
こ
の
よ
う
に
極
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
云
い
か
え
れ
ば
、
経
済
計
両
の
中
心
に
す
え
ら
る
べ
き
筈
の
、
経
済
の
形
態
・
産
出
高
の
数
批
と
種
類
に
関
す
る
決
定
が
実
質
的
に
市
場
の
諸
力
に
依
存
し
て
い
る
ご
と
き
、
受
身
の
不
徹
底
な
計
画
化
た
る
こ
と
に
、
労
働
党
政
府
が
廿
ん
じ
て
い
た
点
に
問
題
が
あ
る
と
、
著
者
は
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
p
p
.
2
4
|
5
)
そ
し
て
つ
ぎ
に
、
著
者
は
、
計
画
化
の
内
容
を
、
労
働
党
政
府
が
実
践
し
た
三
大
統
制
領
域
、
⑱
投
喪
・
⑮
国
際
収
支
．
＠
国
内
均
衡
に
わ
か
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
何
が
か
か
る
態
度
に
み
ち
び
い
た
の
か
と
い
う
さ
ら
に
つ
っ
こ
ん
だ
問
題
の
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
イ
ジ
ュ
ー
ズ
・
コ
ミ
テ
イ
ま
ず
、
③
投
森
に
つ
い
て
は
「
資
本
発
行
委
員
会
」
が
認
可
の
権
限
を
ェ
コ
I
ミ
ッ
ク
・
セ
ク
ジ
ョ
ン
セ
ン
ー
グ
ル
・
「
経
済
局
」
「
中
央
“°4 
A
.
A
•
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
目
し
て
い
る
(
p
p
.
2
8
|
9
)
。
ま
た
、
⑪
国
際
収
支
均
衡
の
た
め
の
統
制
で
は
、
政
府
輸
入
以
外
は
輸
入
認
可
制
を
し
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
民
間
輸
入
の
う
ち
、
初
め
ス
ク
ー
リ
ン
グ
地
域
に
限
定
さ
れ
、
金
ド
ル
保
全
の
効
果
を
も
っ
て
い
た
「
無
制
限
一
般
認
可
」
が
、
五
0
年
に
お
い
て
O
E
E
C
（
欧
洲
経
済
協
力
機
楷
）
の
決
定
で
西
欧
に
拡
大
さ
れ
、
こ
の
結
果
西
欧
よ
り
イ
ギ
リ
ス
へ
の
輸
入
の
九
〇
彩
が
放
任
さ
れ
、
巨
額
の
貿
易
赤
字
そ
し
て
金
流
出
の
原
因
と
な
っ
た
点
を
指
摘
し
、
計
画
化
と
批
界
浚
本
主
義
体
制
の
矛
盾
に
注
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
p
p
.
2
9
ー
3
1
)
。
そ
し
て
直
接
的
輸
出
統
制
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
強
力
な
為
替
統
制
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
資
本
の
流
出
を
防
渇
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
の
べ
た
の
ち
、
著
者
は
、
＠
の
国
内
均
衡
達
成
の
た
め
、
未
配
当
利
澗
へ
の
税
の
軽
減
・
貯
蓄
運
動
・
所
得
税
お
よ
び
購
入
税
に
よ
る
需
要
制
限
を
も
っ
て
す
る
消
費
抑
制
、
ま
た
補
助
的
な
意
味
を
も
つ
割
当
制
・
食
糧
補
助
金
・
価
格
統
制
等
を
も
っ
て
し
て
も
、
格
統
制
す
ら
有
効
で
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
(
p
p
.
3
7
ー
8
)
。
か
く
て
諸
政
策
の
検
討
の
の
ち
、
著
者
は
次
の
如
く
綜
括
し
て
い
る
。
「
労
働
党
政
府
の
統
制
機
構
が
全
般
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
朋
ら
か
で
あ
る
。
経
済
の
『
無
計
画
領
域
』
（
労
働
カ
・
個
人
所
得
•
利
潤
・
輸
出
）
と
く
に
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
計
画
機
構
の
な
か
に
お
け
つ
い
で
第
三
章
は
計
画
機
構
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
b
 
配
当
は
減
ぜ
ず
、
貯
蓄
は
殖
え
ず
、
主
と
し
て
輸
入
価
格
上
昇
の
た
め
価
制
と
の
矛
盾
に
み
い
だ
し
て
い
た
こ
と
は
注
意
す
ぺ
き
で
あ
る
。
J
う
し
て
、
著
者
が
、
計
画
化
と
統
制
の
諸
困
難
の
原
因
を
浚
本
主
義
体
由
市
場
へ
の
好
み
の
増
大
」
の
結
果
で
あ
る
と
も
い
っ
て
い
る
(
p
.
4
7
)
。
不
足
な
ど
に
よ
る
統
計
の
不
整
備
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
＠
は
「
自
は
始
か
ら
大
き
く
重
要
で
、
ア
ト
リ
ー
政
府
の
弱
点
の
主
要
源
泉
を
構
成
し
た
。
『
統
制
領
域
』
（
投
炎
・
輸
入
統
制
）
は
一
般
に
考
え
る
よ
り
厳
重
で
も
有
効
で
も
な
か
っ
た
。
一
般
的
結
論
は
十
分
な
統
制
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
な
く
、
も
っ
と
よ
い
計
画
、
有
効
な
管
理
、
よ
り
よ
い
統
制
方
法
が
現
在
の
機
構
で
も
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
労
働
党
政
府
は
改
良
し
拡
大
す
る
よ
り
、
は
ず
す
方
に
関
心
が
あ
っ
た
」
(
p
.
4
1
)
と
。
事
実
多
く
の
物
資
統
制
が
解
除
さ
れ
、
無
制
限
一
般
認
可
制
の
拡
大
・
割
当
及
び
価
格
統
制
の
緩
和
等
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
著
者
は
、
こ
の
計
画
化
の
後
退
の
理
由
に
つ
い
て
、
固
計
画
化
の
技
術
的
・
政
治
的
困
難
さ
の
認
識
、
⑮
国
家
統
制
拡
大
へ
の
産
業
の
は
げ
し
い
抵
抗
の
存
在
、
c
計
画
機
糖
の
欠
陥
、
す
な
わ
ち
人
手
（
寺
尾
）
九
“°5 
い
る
。
り
エ
イ
ゾ
ソ
る
政
府
に
た
い
す
る
産
業
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
ま
ず
こ
れ
はb
o
a
r
d
•
council• 
c
o
m
m
i
t
t
e
e
 (
l
!
H
l
!
-
4
1
1
~
る
い
は
未
k昌
〖
ムk
)
ャ
さ
る
機
構
に
よ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
イ
・
コ
ミ
テ
イ
り
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
た
と
え
ば
諮
問
委
員
会
は
、
通
常
使
・
労
・
公
の
三
者
構
成
で
あ
り
、
そ
の
多
く
の
も
の
は
単
な
る
諮
問
的
な
い
し
協
議
的
以
上
の
も
の
、
準
行
政
権
能
を
も
っ
て
い
る
も
の
す
ら
存
在
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
(
p
.
5
1
)
。
労
働
党
政
府
の
計
画
と
統
制
の
入
員
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
と
く
に
初
期
に
お
い
て
は
、
私
的
産
業
の
隊
列
か
ら
え
ら
れ
て
い
た
し
、
ま
た
計
画
と
統
制
の
遂
行
も
産
業
自
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
二
、
三
の
例
を
あ
げ
チ
ー
フ
・
ィ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス
ア
れ
ば
、
一
九
四
七
ー
五
一
年
の
経
済
計
画
本
部
長
官
た
る
サ
ー•E
・
プ
ル
ー
ド
ソ
は
British
A
l
u
m
i
n
i
u
m
会
社
の
外
二
社
の
取
締
役
で
あ
っ
た
し
、
資
本
発
行
委
員
会
は
七
名
の
銀
行
家
・
証
券
仲
買
人
・
産
業
査
な
ん
ら
活
動
的
役
割
を
果
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
食
糎
省
の
顧
問
の
n
モ
デ
イ
テ
イ
•
デ
イ
＞
ク
タ
ー
ズ
大
部
分
と
物
品
理
者
は
、
被
統
制
産
業
で
の
主
要
企
業
の
無
給
の
代
表
者
で
あ
り
、
同
省
の
九
0
の
ポ
ス
ト
を
U
n
i
l
e
v
e
r
会
社
の
社
員
が
え
ば
、
新
聞
紙
は
一
民
間
団
体
た
る
N
e
w
s
p
r
i
n
t
R
a
t
i
o
n
i
n
g
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
に
、
輸
入
肉
類
は
M
e
a
t
I
m
p
o
r
t
e
r
s
、
N
a
t
i
o
n
a
l
D
e
f
e
n
c
e
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
と
t
h
e
W
h
o
l
e
s
a
l
e
 M
e
a
t
 S
u
p
p
l
y
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
へ
割
当
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
衣
料
の
点
数
配
給
制
や
甘
味
品
の
統
制
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
企
業
結
合
に
委
ね
ら
れ
、
ニ
ッ
ケ
ル
輸
入
は
t
h
e
M
o
n
d
 N
i
c
k
e
l
 C
o
m
p
a
n
y
が
す
ぺ
て
行
い
、
該
会
社
と
供
給
省
間
の
非
公
式
の
割
当
組
識
を
通
し
て
割
当
て
が
な
さ
れ
て
い
た
な
ど
で
あ
る
(
p
p
.
6
1
|
4
)
。
こ
う
し
た
し
く
み
は
必
然
的
に
統
制
が
産
業
の
利
害
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
戦
前
の
カ
ル
テ
ル
の
如
く
か
か
セ
ソ
ト
ラ
ル
・
プ
ラ
イ
ス
・
＞
ギ
ュ
レ
ー
ジ
ョ
る
組
織
を
通
じ
新
入
の
企
業
が
排
除
さ
れ
た
り
、
中
央
価
格
統
制
ソ
.
n
ミ
テ
イ
委
員
会
が
企
業
結
合
の
価
格
を
う
の
み
し
た
り
す
る
弊
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
に
著
者
は
、
計
画
機
構
が
逆
に
独
占
演
本
の
利
用
に
ま
か
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
実
態
を
率
直
に
呈
示
し
て
い
る
。
第
四
章
は
私
企
業
の
統
制
の
問
題
で
あ
る
。
デ
ペ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
•
カ
ン
ツ
ル
本
章
で
、
著
者
は
、
「
拡
大
評
議
会
」
お
よ
び
反
独
占
政
策
を
主
要
な
内
容
と
す
る
労
働
党
政
府
の
私
企
業
統
制
の
嵯
映
に
関
連
し
て
、
論
点
の
第
二
に
あ
げ
ら
れ
た
社
会
的
移
行
に
お
け
る
独
占
資
本
の
態
度
に
関
す
る
重
要
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。
A
.
A
．
ロ
ゴ
ウ
「
労
慟
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
ま
た
統
制
に
つ
い
て
の
民
間
企
業
の
利
用
に
つ
い
て
も
、
た
と
占
め
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
実
例
を
著
者
は
実
に
豊
富
に
あ
げ
て
本
家
か
ら
な
り
、
唯
一
人
の
政
府
側
た
る
大
蔵
大
臣
は
委
員
会
の
審
議
に
（
寺
尾
）
九
労
働
党
政
府
に
と
っ
て
私
企
業
統
制
は
一
箇
の
盲
点
で
あ
っ
た
が
、
農
c
 
406 
産
業
側
の
激
し
い
反
対
の
た
め
、
七
産
業
で
設
置
を
み
た
ほ
か
、
完
全
に
A
.
A
・
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
（
寺
尾
）
九
四
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ボ
レ
ー
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
ヽ
フ
ェ
デ
ビ
ー
ン
ヨ
ン
・
オ
ブ
・
プ
9
テ
ッ
シ
ュ
・
9
ン
ダ
業
等
へ
の
伝
統
的
な
補
助
金
政
策
や
貸
付
政
策
の
ほ
か
、
「
産
業
金
た
独
占
の
強
力
な
圧
力
に
存
し
た
。
そ
し
て
「
英
国
産
業
連
ジ
ョ
ン
・
プ
オ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
9
,
'
ス
t
リ
ー
ズ
融
公
社
」
な
ど
の
諸
施
設
を
も
っ
て
し
て
も
、
政
府
の
私
的
部
門
へ
盟
」
に
代
表
さ
れ
た
独
占
が
、
政
府
機
関
に
喰
い
こ
ん
で
こ
れ
を
動
か
し
一
九
四
九
年
七
月
の
の
要
求
が
み
た
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
政
府
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
り
ア
ル
・
オ
ー
ガ
ー
て
ゼ
ー
ツ
ヨ
ソ
・
ア
ソ
ド
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ソ
ト
・
ア
ク
ト
「
産
業
組
織
化
お
よ
び
拡
大
法
」
に
も
と
づ
き
産
業
一
般
に
「
拡
大
評
議
会
」
を
設
置
で
き
る
こ
と
に
き
め
た
。
こ
れ
は
従
来
の
「
作
キ
ン
グ
・
バ
ー
テ
イ
ー
ズ
業
委
員
会
」
の
発
展
形
態
で
あ
っ
て
、
そ
の
職
能
の
う
ち
最
重
要
な
も
の
は
、
強
制
賦
課
・
記
録
・
統
計
及
び
科
学
的
調
査
・
人
員
の
訓
練
・
標
準
化
・
デ
ザ
イ
ン
と
質
の
改
良
•
市
場
調
査
を
ふ
く
む
能
率
増
進
の
た
め
の
員
た
る
三
グ
ル
ー
プ
の
内
二
つ
の
連
合
に
よ
っ
て
の
み
過
半
数
に
逹
し
う
る
ご
と
く
組
織
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
不
況
の
た
め
の
企
業
結
合
が
弱
体
で
あ
っ
た
産
業
部
門
に
、
い
わ
ば
国
家
の
手
で
結
合
体
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
労
・
使
・
公
の
三
者
構
成
に
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
的
カ
ル
テ
ル
の
弊
を
除
き
、
あ
る
意
味
で
は
独
占
の
公
的
統
制
を
行
わ
ん
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
拡
大
評
議
会
は
、
こ
の
頭
初
の
態
度
か
ら
豹
変
し
た
．
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
の
主
な
理
由
は
経
済
的
背
兼
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が
好
転
し
た
こ
と
と
共
に
、
自
ら
の
自
主
的
統
制
権
を
失
い
た
く
な
か
っ
一
連
の
活
動
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
け
る
決
定
は
多
数
決
で
あ
り
、
構
成
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
鉄
鋼
国
有
化
に
反
対
し
、
統
制
を
撤
廃
さ
せ
、
一
九
四
五
年
網
領
の
反
独
占
政
策
を
無
力
化
し
た
原
動
力
で
も
あ
り
、
独
占
こ
そ
最
大
の
妨
害
者
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
経
営
参
加
に
つ
い
て
は
、
何
ら
の
前
進
も
存
在
せ
ず
、
完
全
傭
下
の
好
条
件
で
は
あ
っ
た
が
、
個
人
の
査
格
で
の
参
加
以
外
に
は
、
T
u
c
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
コ
ン
は
維
然
そ
れ
を
好
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
む
し
ろ
組
合
は
「
合
同
協
議
会
」
の
方
向
を
向
い
て
い
た
、
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
合
同
協
議
会
は
現
実
の
労
働
環
境
か
ら
生
ず
る
問
題
の
討
議
と
情
報
意
見
の
交
換
の
手
段
で
あ
り
、
不
満
の
秩
序
あ
る
解
決
と
相
互
理
解
と
尊
散
を
促
進
す
る
意
図
を
も
つ
が
、
労
炎
の
態
度
も
納
以
否
様
々
で
あ
り
、
実
際
い
る
の
で
、
四
八
年
八
月
、
五
四
産
業
中
、
三
八
産
業
に
設
け
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
さ
し
た
る
効
果
を
も
た
な
か
っ
た
と
。
利
潤
分
配
制
や
組
合
制
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
経
営
者
の
地
位
を
上
労
働
者
の
政
策
決
定
へ
の
参
加
も
な
く
、
些
細
な
問
題
に
限
定
さ
れ
て
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
第
五
章
の
問
題
は
労
働
者
が
経
営
に
お
い
て
そ
の
立
場
を
改
善
で
き
た
d
 
407 
J
の
結
果
と
し
て
漆
本
輸
出
お
よ
び
脱
税
が
盛
行
し
た
の
で
あ
る
。
海
（
寺
尾
）
九
五
あ
る
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
。
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
疑
本
主
義
体
制
下
の
所
得
再
配
分
政
策
に
は
、
一
定
の
限
界
が
著
者
は
ま
ず
再
配
分
課
税
の
実
態
を
記
述
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
ピ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
フ
ィ
ッ
t
と
く
に
最
高
の
課
税
増
が
企
業
利
潤
に
み
ら
れ
、
五
一
年
ま
で
に
、
利
が
さ
ら
に
榜
当
り
九
志
六
片
な
る
所
得
税
の
標
準
税
率
で
課
税
さ
れ
て
い
潤
税
は
未
配
当
利
潤
の
一
0
%、
配
当
の
五
0
％
に
ま
で
増
加
し
、
残
余
は
ま
た
賃
銀
と
の
悪
循
現
に
み
ち
び
き
、
イ
ソ
フ
レ
圧
力
を
生
じ
、
労
働
第
六
章
は
所
得
再
配
分
政
策
の
効
果
分
析
で
あ
る
。
e
 
る
労
働
者
の
立
場
は
何
ら
前
進
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
脅
か
さ
ず
「
産
業
平
和
」
に
有
意
義
で
は
あ
る
。
ま
た
伝
統
的
に
敵
対
的
で
あ
っ
た
労
働
組
合
や
労
働
党
の
サ
ー
ク
ル
の
中
に
も
漸
次
興
味
が
示
さ
れ
始
め
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
一
般
化
は
産
業
の
民
主
化
の
証
拠
で
は
な
く
、
そ
こ
に
お
け
る
所
有
と
利
潤
へ
の
参
加
は
、
多
く
の
場
合
、
実
質
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
儀
先
株
・
普
通
株
の
配
当
・
留
保
を
控
除
し
た
も
の
を
分
配
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
既
に
不
公
平
が
あ
り
、
ま
た
従
業
員
持
株
は
多
く
の
場
合
議
決
権
を
も
っ
て
は
お
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
結
果
的
に
は
財
産
所
有
者
乃
至
支
配
階
級
の
考
え
方
に
な
る
。
著
者
は
こ
こ
に
利
潤
分
配
制
・
組
合
制
の
意
義
が
存
在
す
る
と
批
判
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
著
者
に
従
へ
ば
、
産
業
に
お
け
示
さ
れ
て
い
る
。
外
支
店
の
拡
充
・
輸
出
入
に
際
し
て
の
受
払
の
ご
ま
か
し
、
企
業
の
海
外
移
住
の
か
た
ち
を
と
っ
た
資
本
輸
出
、
ま
た
、
会
計
操
作
・
現
物
給
与
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
ー
~
ン
ズ
無
税
の
資
本
剰
余
金
の
利
用
な
ど
に
よ
る
脱
税
行
為
が
こ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
勿
諭
労
慟
党
政
府
と
し
て
は
、
直
接
間
接
に
所
得
税
・
利
澗
税
の
義
務
回
避
を
結
果
す
べ
き
企
業
の
海
外
移
転
は
違
法
で
あ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ア
ク
t
と
の
条
項
を
、
五
一
年
の
「
融
資
法
」
に
挿
入
す
る
な
ど
、
贅
本
流
出
の
防
止
に
当
然
努
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
従
っ
て
「
平
等
へ
の
途
を
こ
れ
以
上
進
め
ば
、
私
企
業
体
制
の
継
続
的
存
続
と
も
は
や
両
立
し
が
た
い
点
に
や
っ
て
く
る
に
相
違
な
く
、
事
実
、
労
働
党
の
政
策
ほ
こ
の
点
に
ご
く
近
く
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
」
A
.
A
・
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
(
p
.
1
2
8
)
 
題
が
起
っ
て
く
る
。
私
企
業
体
制
が
あ
る
限
り
、
と
い
う
記
述
に
あ
る
如
き
問
「
生
膨
炭
釘
叫
〗
政
策
と
「
利
澗
」
は
矛
盾
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
利
澗
を
み
と
め
て
前
者
を
抑
え
れ
ば
福
祉
国
家
が
お
び
や
か
さ
れ
る
、
そ
し
て
こ
の
利
潤
配
当
の
増
大
組
合
を
、
好
戦
的
た
ら
し
め
、
利
潤
課
税
・
資
本
剰
余
金
課
税
の
増
大
を
求
め
し
め
、
ひ
い
て
は
盗
本
逃
避
を
う
な
が
す
に
至
る
、
と
い
う
矛
盾
が
Ji.08 
烈
な
「
反
対
」
理
由
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、
著
者
は
考
え
あ
り
、
ま
た
政
府
が
連
盟
を
お
さ
え
る
力
を
欠
い
て
い
た
点
を
指
摘
し
、
上
に
、
国
有
化
以
前
以
後
の
状
態
に
大
差
を
認
め
難
か
っ
た
が
、
た
だ
鉄
鋼
国
有
化
の
場
合
は
、
労
働
党
と
そ
の
政
府
に
対
す
る
鉄
鋼
独
占
資
本
の
ヽ
畜
ヽ
ヽ
ヽ
カ
関
係
か
ら
国
有
化
が
行
わ
れ
た
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
り
、
従
っ
て
激
業
自
体
に
も
国
有
化
へ
の
四
五
年
当
時
み
ら
れ
た
熱
情
を
さ
ま
す
要
因
が
か
か
る
状
況
に
た
い
し
、
ロ
ゴ
ウ
は
、
労
働
党
の
側
に
も
、
国
有
化
企
さ
れ
て
い
る
。
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
鉄
鋼
国
有
化
の
場
合
、
他
の
場
合
よ
り
以
ず
、
そ
の
国
有
化
の
必
要
性
が
一
般
的
に
認
識
せ
ら
れ
て
実
施
を
み
た
も
社
が
統
制
を
加
え
、
れ
に
よ
っ
て
労
働
者
へ
の
権
力
の
移
行
が
お
こ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
一
年
七
月
に
お
い
て
許
さ
れ
る
ま
で
連
盟
傘
下
各
企
業
の
取
締
役
会
に
公
A
.
A
•
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
つ
い
で
著
者
は
、
第
七
章
に
お
い
て
遍
労
働
党
政
府
が
社
会
主
義
政
策
遂
行
の
た
め
の
P
.
R
活
動
の
意
義
を
余
り
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
点
を
指
摘
し
た
の
ち
、
第
八
章
で
は
、
労
鋤
政
府
下
の
国
有
化
企
業
一
般
の
性
質
と
対
比
し
て
、
と
く
に
鉄
鍋
国
有
化
に
お
け
る
産
業
と
の
敵
対
関
係
に
焦
点
を
あ
わ
せ
つ
つ
、
か
か
る
抵
抗
の
存
在
の
も
と
で
の
国
有
化
の
実
態
を
批
判
的
に
検
討
し
、
こ
こ
か
ら
生
ず
る
と
こ
ろ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
鉄
鋼
国
有
化
ま
で
の
国
有
化
は
、
た
と
え
ば
英
蘭
銀
行
は
M
a
c
M
i
l
l
a
n
 report,
石
炭
は
R
e
i
d
report
ガ
ス
は
H
e
y
w
o
r
t
h
repart
、
電
気
は
M
c
G
o
w
a
n
r
e
q
o
r
t
と
い
っ
た
保
守
党
の
支
配
し
た
委
員
会
の
「
勧
告
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
勿
諭
こ
f
 
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
力
を
め
ぐ
る
対
立
関
係
か
ら
、
鉄
鋼
連
盟
は
徹
底
し
て
公
社
へ
の
協
力
を
拒
否
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
に
一
九
五
一
年
二
月
一
五
日
を
も
っ
て
鉄
鋼
公
社
が
発
足
し
、
八
三
の
親
会
社
と
二
四
の
子
会
社
の
証
券
移
管
が
行
わ
れ
、
鉄
鋼
の
大
部
分
の
統
制
を
獲
得
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
こ
の
証
券
移
管
と
二
、
三
人
の
重
役
の
辞
任
の
ほ
か
、
前
述
の
ご
と
く
殆
ど
旧
情
に
何
ら
認
め
ら
れ
う
る
ご
と
き
変
化
は
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
。
公
社
の
社
長
は
結
局
労
働
党
員
で
あ
り
民
間
会
社
の
社
長
で
あ
っ
た
s
.
J
•
L
.
＾
ル
デ
ィ
に
き
ま
っ
た
が
、
こ
の
決
定
に
い
た
る
間
、
連
盟
は
終
始
そ
の
指
名
者
を
呈
示
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
ま
た
授
権
日
付
後
の
暫
定
期
間
中
、
連
盟
は
公
社
の
代
表
者
が
連
盟
の
委
員
会
に
加
わ
り
、
ま
た
連
盟
の
会
議
の
会
員
た
る
こ
と
を
拒
否
し
、
ま
た
五
こ
れ
に
代
表
を
送
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
あ
っ
て
、
鉄
鋼
国
有
化
は
こ
の
よ
う
に
徹
底
し
た
抵
抗
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
示
（
寺
尾
）
九
六
409 
る
完
全
雇
傭
は
資
本
へ
の
高
利
潤
を
、
そ
の
計
画
化
は
経
営
者
の
地
位
の
開
し
て
い
る
。
福
祉
国
家
よ
り
社
会
主
義
へ
の
社
会
的
移
行
過
程
に
お
い
て
、
議
会
制
度
バ
ワ
ア
•
イ
ン
タ
レ
ス
ツ
や
政
府
の
意
志
だ
け
で
は
う
ご
か
ぬ
力
関
係
の
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
論
じ
（
p
.
1
7
1
)
何
ら
か
の
手
段
に
よ
っ
て
こ
れ
に
打
克
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
べ
て
い
る
。
故
後
に
、
第
九
章
は
福
祉
国
家
に
お
け
る
権
力
の
問
題
を
論
じ
、
結
論
的
に
福
祉
国
家
か
ら
社
会
主
義
へ
の
推
移
に
つ
い
て
の
著
者
の
見
解
を
展
著
者
は
、
左
の
暴
力
革
命
論
、
右
の
無
制
限
協
力
論
に
こ
た
え
る
べ
く
、
ま
ず
労
働
党
政
府
六
年
の
実
績
が
、
右
か
ら
の
、
変
革
期
お
け
る
支
配
階
級
の
無
制
限
「
協
力
」
の
ド
グ
マ
が
い
か
に
修
正
の
要
あ
る
も
の
で
リ
ア
ク
ジ
ぢ
ツ
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
反
革
命
は
あ
り
う
べ
く
、
鉄
鋼
国
有
化
以
外
に
偶
々
妨
害
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
か
か
る
協
力
は
条
件
次
第
の
も
の
で
あ
り
、
「
福
祉
国
家
」
を
限
度
と
し
た
協
力
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
を
越
え
る
こ
と
は
当
然
反
撃
（
非
協
力
）
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
労
鋤
党
政
府
の
福
祉
国
家
は
、
査
本
の
利
益
を
お
び
や
か
し
た
り
、
と
く
に
大
査
本
の
力
関
係
を
お
び
や
か
し
た
り
す
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
意
味
す
不
動
を
、
認
可
割
当
制
に
よ
る
大
企
業
に
お
け
る
獅
子
の
分
け
前
を
意
味
D
結
論
（
寺
尾
）
九
七
つ
い
で
こ
の
「
力
関
係
」
の
突
破
口
を
ど
こ
に
お
く
か
の
問
題
、
つ
ま
点
に
こ
た
え
て
い
る
。
す
る
か
ら
(
p
p
.
1
7
6
|
7
)
、
そ
の
限
り
で
姿
本
の
協
力
が
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
。
こ
の
よ
う
に
、
著
者
は
、
福
祉
国
家
に
お
け
る
権
力
が
な
ん
ら
棗
本
主
義
社
会
と
こ
と
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
、
従
っ
て
そ
こ
に
お
け
る
資
本
の
協
力
に
は
一
定
の
限
度
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
頭
初
の
第
一
と
第
二
の
論
り
福
祉
国
家
の
限
界
を
超
え
て
社
会
主
義
へ
移
行
す
る
可
能
性
を
ど
こ
に
み
い
だ
す
べ
き
か
の
問
題
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
著
者
が
前
提
し
て
い
る
考
え
方
が
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
は
、
労
鋤
党
政
府
下
の
経
験
か
ら
し
て
浚
本
家
た
ち
が
「
民
主
主
義
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
破
壊
し
て
も
と
思
う
ま
で
の
反
対
は
し
な
い
だ
ろ
う」
(
p
p
.
1
7
9
|
1
8
0
)
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
上
に
た
っ
て
「
贅
同
関
し
が
た
い
社
会
的
変
革
に
あ
た
つ
て
、
完
全
な
民
主
主
義
の
下
で
は
、
カ
係
は
ま
す
ま
す
政
治
の
舞
台
に
入
り
こ
む
の
で
あ
る
：
・
・
・
・
戦
術
の
選
択
、
と
る
べ
き
態
度
は
も
っ
ば
ら
政
治
権
力
の
諸
要
素
に
依
存
す
る
…
． 
労
働
党
内
の
統
一
の
程
度
、
議
会
の
過
半
数
の
大
き
さ
、
政
権
に
あ
っ
た
時
期
の
長
さ
、
次
期
選
挙
で
の
敗
北
の
み
こ
み
、
こ
れ
ら
が
政
府
と
産
業
の
相
互
関
係
に
決
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
要
因
で
あ
る
」
(
p
p
.
1
8
0
ー
1
8
1
)
と
A
.
A
・
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
490 
者
を
、
問
違
い
な
く
協
力
す
る
有
能
な
る
人
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
必
要
倫
理
に
擬
せ
ら
る
べ
き
人
間
的
理
想
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
日
く
、
教
育
さ
ら
に
著
者
は
、
現
実
の
福
祉
国
家
が
直
面
す
べ
き
諸
課
題
に
言
及
し
A
.
A
・
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
の
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
彼
が
云
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
古
く
、
、
、
、
か
ら
の
議
会
主
義
の
く
り
か
え
し
に
外
な
ら
ぬ
。
ロ
ゴ
ウ
は
、
既
に
「
序
説
」
に
お
い
て
自
己
の
立
場
が
漸
進
主
義
に
存
す
る
こ
と
を
の
べ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
彼
の
真
意
の
存
す
る
と
こ
ろ
が
一
層
朋
確
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
A
、
福
祉
国
家
の
本
来
的
性
格
か
ら
必
然
化
す
べ
き
―
つ
の
矛
盾
と
そ
の
解
決
に
つ
い
て
興
味
あ
る
記
述
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
来
妥
協
、、
的
な
性
格
を
有
す
る
福
祉
国
家
の
諸
政
策
は
、
必
然
的
に
改
良
を
そ
の
本
質
と
す
る
。
改
良
は
改
良
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
革
へ
の
意
欲
を
阻
害
す
る
訳
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
決
し
て
福
祉
国
家
の
厚
い
壁
は
突
破
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
そ
の
動
力
と
し
て
、
著
者
は
社
会
主
義
的
の
機
会
、
相
応
な
住
宅
獲
得
の
機
会
、
経
済
的
社
会
的
地
位
の
改
善
、
余
暇
の
享
受
。
こ
の
点
は
、
前
章
に
お
け
る
記
述
、
す
な
わ
ち
「
現
在
の
経
営
で
あ
る
。
勿
論
時
を
う
る
と
い
う
こ
と
は
大
切
だ
が
、
ま
た
多
く
の
も
の
が
新
し
い
政
治
家
、
産
業
家
の
性
格
と
叡
智
に
か
か
っ
て
い
る
」
(p.
171) 
と
い
う
記
述
に
示
さ
れ
て
い
る
著
者
の
い
わ
ば
観
念
的
態
度
と
共
に
、
著
者
の
研
究
態
度
の
根
底
に
あ
る
主
観
的
観
念
的
傾
向
を
示
す
も
の
と
云
え
よ
う
。
こ
れ
が
議
会
主
義
思
想
と
共
に
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
ヘ
の
彼
の
返
答
で
あ
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
最
後
に
、
新
し
い
事
態
へ
の
新
し
い
理
論
の
要
、
、
、
、
、
、
さ
て
、
本
書
の
最
良
の
部
分
は
右
派
へ
の
批
判
で
あ
る
。
右
派
の
見
解
は
、
そ
れ
自
体
た
わ
い
も
な
い
幻
想
で
あ
る
と
一
言
で
す
む
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
書
は
現
実
に
存
在
し
た
労
働
党
政
府
の
成
果
を
極
め
て
リ
ア
リ
ス
テ
ッ
ク
な
技
法
で
客
観
的
に
読
者
に
み
せ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
今
後
の
前
進
の
貴
重
な
足
が
か
り
と
な
り
、
ま
た
ひ
ろ
く
討
論
の
素
材
と
な
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
し
か
し
本
書
は
、
第
一
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
に
た
い
し
て
は
古
い
議
会
、
、
、
、
、
、
、
、
、
主
義
と
観
念
的
な
人
間
観
に
よ
る
展
望
を
与
え
て
い
る
だ
け
で
説
得
力
に
欠
い
て
い
る
。
第
二
に
、
問
題
の
と
り
あ
げ
方
が
、
網
領
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
諸
政
策
を
産
業
が
ど
う
う
け
と
め
た
か
、
協
力
し
た
か
ー
反
抗
し
た
か
、
と
い
う
単
純
な
政
治
的
議
論
に
終
始
し
て
い
る
点
に
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
力
関
係
」
を
中
心
に
移
行
の
問
題
を
考
え
て
い
る
彼
の
基
本
的
請
を
も
っ
て
本
書
を
結
ん
で
い
る
。
以
上
が
本
害
の
梗
概
で
あ
る
。
（
寺
尾
）
九
八
411 
態
度
と
相
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
定
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
前
進
に
た
い
す
る
必
然
性
の
分
析
を
不
可
能
に
し
て
い
る
。
む
し
ろ
彼
が
福
祉
国
家
の
限
界
を
え
が
き
、
資
本
家
た
ち
の
「
協
力
」
の
限
界
を
論
ず
る
以
上
、
そ
し
て
社
会
的
変
革
が
社
会
民
主
主
義
者
の
え
が
く
平
和
的
な
過
程
を
た
ど
っ
て
成
就
す
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
社
会
主
義
的
諸
政
策
が
こ
の
限
界
内
に
お
い
て
制
約
さ
れ
な
が
ら
果
す
べ
き
経
済
効
果
を
今
少
し
く
経
済
学
的
に
分
析
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
こ
れ
ら
の
政
策
が
社
会
主
義
へ
の
移
行
を
た
す
け
る
効
果
を
も
つ
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
た
ん
な
る
妥
協
と
改
良
の
域
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
、
そ
の
結
論
い
か
ん
に
拘
ら
ず
。
こ
の
場
合
、
経
済
政
策
は
上
部
構
造
た
る
国
家
の
経
済
的
行
為
と
し
て
土
台
に
働
き
か
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
経
済
効
果
の
分
析
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
土
台
そ
の
も
の
へ
の
理
論
的
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
本
書
が
い
て
い
る
こ
と
は
最
大
の
欠
陥
と
い
わ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
こ
と
が
頭
初
か
A
げ
た
本
書
の
課
題
に
た
い
し
、
す
ぐ
れ
た
客
観
的
評
価
を
与
え
え
た
に
拘
ら
ず
、
い
か
な
る
政
策
を
労
働
党
が
と
っ
た
ら
い
A
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
ほ
十
分
こ
た
え
て
い
な
い
こ
と
の
最
大
の
理
由
で
あ
る
。
綱
領
か
ら
出
発
し
て
現
代
資
本
主
義
の
理
論
的
実
証
的
分
析
の
基
礎
を
欠
「
福
祉
国
家
」
の
正
し
い
客
観
的
規
※ 
G
寺
尾
）
九
九
「
わ
れ
わ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
社
会
主
義
の
目
標
に
到
達
す
る
と
考
え
る
べ
き
途
を
具
体
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
か
な
る
そ
の
よ
う
な
検
討
も
、
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
政
治
的
経
済
的
形
態
を
説
朋
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
資
本
の
影
響
、
及
び
金
融
資
本
と
結
ん
で
イ
ギ
リ
ス
人
民
の
窮
乏
の
上
に
帝
国
主
義
的
利
害
に
優
先
権
を
与
え
る
(
L
a
b
o
u
r
 
政
治
的
諸
勢
力
の
影
響
を
正
し
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
す
る
の
を
怠
っ
た
の
は
本
書
の
弱
点
で
あ
る
」
と
。
M
o
n
t
h
l
y
,
 Nov., 1
9
5
6
)
 
本
書
に
は
ほ
か
に
経
済
論
叢
本
年
七
月
号
に
お
け
る
金
潤
河
氏
の
紹
介
が
あ
る
。
A
.
A
・
ロ
ゴ
ウ
「
労
働
党
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
一
九
四
五
ー
一
九
五
一
年
」
論
じ
て
い
る
°
|
|
レ
ー
ヴ
ァ
。
マ
ン
ス
リ
ー
の
批
評
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
ご
と
く
